
 
        平成 28 年度 Vol.8 

防災対策 情報便 
    

１ 津波等一時避難場所の追加指定について 

  平成 28年 12月１日付けで、次の施設を津波等一時避難場所に追加指定します。  
 

 

 

※ 今回の施設の追加指定で、合計 348施設（328,560人）となります。 

２ 鳥取県中部地震に係る本市の支援について 

本市では、平成 28年 10月 21日（金曜日）14時 07分に発生

した鳥取県中部地震に係る被災地支援として、関西広域連合

（兵庫県）から罹災証明の発行に伴う家屋被害認定士の派遣要

請があり、本市職員 2 名を 11 月 1 日（火曜日）～6 日（日曜日）

の 6日間、鳥取県倉吉市へ派遣しました。 

 

３ 兵庫県南海トラフ地震津波一斉避難訓練を実施しました 

  平成 28年 11月 13日（日曜日）午前 9時より、兵庫県内の津波浸水想定地域の市町にお 

いて、合同防災訓練が実施され、本市でも、各自主防災会で訓練が実施されました。当日 9

時に、屋外拡声器や戸別受信機から、防災行政無線による訓練放送を行い、その後一斉

に緊急速報メール（エリアメール）が配信されました。 

実施された訓練内容や訓練参加自主防災会については、次のとおりです。 

（訓練内容） 

   避難誘導訓練、初期消火訓練、救出救護訓練、炊き出し訓練、ＡＥＤを使用した心肺蘇

生法訓練、情報収集訓練、広報訓練、大型商業施設等と連携した訓練、防災講座等 

（訓練参加団体） 

   浜田自主防災会、北竹谷自主防災会、金楽寺自主防災会、杭瀬団地連協自主防災会、

西大島自主防災会、元浜自主防災会、道意自主防災会、園和自主防災会、東難波自主

防災会、立花三反田自主防災会 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月日 平成 28年 11月 30日 

発 行 災 害 対 策 課 

所属長 課長 大石 照男 

電 話 06－6489－6165 

施設名 所在地 収容人数 

グリーンプラザ尼崎 長洲東通 3-1-13 540人 

家屋被害認定調査の様子 

各自主防災会の訓練の様子 



４ 自主防災会の防災マップづくりについて 

大規模な災害が発生した場合、消防や警察等がすぐに駆けつけられるとは限らず、自分の

命は自分で守る「自助」の意識や、近隣の人々が助け合う「共助」の精神を一人ひとりが持ち、

災害に対する正しい知識を身につけ、災害に備えることが大切です。 

地域の防災力向上のため、市内の自主防災会において地域独自の防災マップづくりが進

められており、平成 28年 1１月も各自主防災会で活動が実施されました。 

地域の防災マップは、防災の基礎知識を身につける防災講座、危険箇所等の情報収集を

行うまち歩き、印刷されたマップの校正作業等を経て、出来上がります。本市では、さまざまな

形で地域独自の防災マップづくりを支援しています。 

＜11月の活動内容＞ 

上坂部自主防災会（まち歩き）、武庫第 4 自主防災会（講座）、塚口西自主防災会（講座）、

東大島自主防災会（まち歩き、マップ作成及び校正）、左門殿自主防災会（講座、まち歩き、

マップ作成及び校正）、武庫第 2 自主防災会（まち歩き）、武庫第 12 自主防災会（まち歩き、

マップ作成及び校正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自主防災会の防災活動について 

  平成 28年 11月 23日（日曜日）午前 9時から長洲自主防災会が、同日午前 10時から園 

田東自主防災会・戸ノ内自主防災会が合同で、地域の防災活動を実施しました。活動内容

については、次のとおりです。 

 （活動内容） 

 長洲自主防災会…防災パレード、消火訓練、負傷者搬送訓練、防災資機材取扱訓練等 

 園田東・戸ノ内自主防災会…避難所運営訓練、防災講演会等 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

上坂部自主防災会のまち歩きの様子 左門殿自主防災会の講座の様子 

園田東・戸ノ内自主防災会の 

防災活動の様子 

長洲自主防災会の 

防災活動の様子 



６ 第 2回災害時要援護者支援連絡会を開催しました 

平成 28 年 11 月 1 日（火曜日）、防災センターにお

いて、第 2回災害時要援護者支援連絡会を開催しまし

た。 

この連絡会には災害対策課や福祉課をはじめとする

関係課のほか、警察、関係団体、事業者などが参加し、

災害時要援護者の支援について、課題解決に向けた検

討を行っています。 

今回の連絡会では、福祉避難所の追加指定、避難行

動要支援者名簿や、尼崎市避難行動要支援者避難支援指針などについて進捗報告を行う

とともに、様々な意見交換を行いました。 

 

７ 尼崎市防災セミナー「ゲームで学ぶ小学生防災教室」を開催しました 
本市では今年度、「事業所」、「子ども」、「家庭」と３つテーマを取り上げた防災セミナーを

開催しています。 

２つめのテーマとなる今回は、尼崎市内の小学生と保護者の皆さまを対象に「大災害！そ

のとき、どうする？！ゲームで学ぶ小学生防災教室」と題して、防災ゲームを使った気軽に

楽しめるプログラムと応急手当講習会を組み合わせたセミナーを実施しました。 

当日は、防災について楽しく学んでいただきました。ご参加いただきました皆様方、誠にあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 「市制１００周年記念 尼崎市防災フォーラム２０１６」を開催しました 
平成 28年 11月 5日（土曜日）に「市制１００周年記念 尼崎市防災フォーラム 2016」を開催

しました。 

午前の特別講演では、ＡＢＣ朝日放送のお天気キャスターで気象予報士の正木明氏より災

害から身を守るための天気予報の見方等について、講演いただきました。 

午後の基調講演では、元消防庁長官の久保信保氏より東日本大震災時の災害対応の経

験談等について、兵庫県井戸知事より県の防災対策の取組等について、講演いただきました。

その後、本市危機管理安全局長からの防災対策の取組報告を踏まえ、神戸大学名誉教授の

室﨑益輝氏をコーディネーターに迎え、久保元長官、井戸県知事、稲村市長をパネリストにパ

ネルディスカッションを行いました。 

 パネルディスカッションでは、公助・自助・共助のそれぞれについて、将来の災害に備えるた

め求められることをテーマに討議が行われました。 

応急手当講習の様子 防災カードゲームの様子 



 当日はアルカイックホール・オクトでの「防災フォーラム」、アルカイック広場での「防災ふれあ

いフェスタ」に、延べ 1,440 名の方々にご参加いただきました。ご来場いただきました皆様方、

誠にありがとうございました。今後とも市民の皆様とともに防災対策の充実に努めてまいりま

す。 

 

 

 

 

 

９ 気仙沼市へ派遣職員の訪問及び復興状況の視察を行いました 

平成 28年 11月 17日、18日の２日間、本市危機管理安全局の職員２名が、気仙沼市を訪

問しました。赤川気仙沼副市長と面談後、平成 28年 4月 1日より派遣している本市派遣職員

の現況確認及び、土地区画整理事業や下水道（終末処理場）の復興状況の視察を行いまし

た。 

１０ 気仙沼市への職員派遣を継続しています 

人   数  3名（土木職） 

派遣期間  平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日  

以 上     

 

シンポジウムの様子 防災ふれあいフェスタの様子 


